
 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２５年４月７日の総会で、今年度

の新役員が決定し、総会後、新役員及び

子ども会会長が残り、今年度の活動方針

を話し合いました。種々問題点、疑問点

がありましたが、これらを出来ることか

ら解決しよう！どうせやるなら、気持ち

よくやろう！を誓いました。そして、大

きく３つの目標を設定し、各部会で検討

するということでスタートしました。 

① 自治会加入依頼の実施 

  加入依頼をする前に、「なぜ加入して

もらえないのか」を分析し、アンケー

ト調査表と、その回答の雛形を作成し、

それを加入依頼の訪問者が手控えとし

て持参し、参考資料としました。 

  戸建て用、アパート・マンション向

け、ＰＲ用をワンセットにし、各班長

を中心に９月１日から個別訪問を実施

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子ども会との関わりをより深めるた

めに、自治会・子ども会、一体となっ

て体育祭を盛り上げる。 

  自治会総会において、自治会と子ど

も会との関わりはどうなっているのか

との質問があり、次世代を担う子ども

達に期待を寄せて、地域のみんなが子

ども達の成長を見守り、子ども１１０

番の家、防犯等に勤めています。 

今年１０月の体育祭には、６０歳未

満の種目は体育部と子ども会が中心に、

６０歳以上の種目は、自治会役員が担

当し、一軒一軒訪問して出場者及び応

援担当者参加者を募り、より一層のか

かわりを深めて、自治会・子ども会が

一体となって盛り上げていこうと結束

を固めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見地区・鶴田東部三区自治会 

「出来ることから解決しよう！どうせやるなら気持ちよくやろう！」 

●加入世帯 １４２世帯 ●加入率 ７０．３％ 

活動内容 



 

③ 高齢者も増加しつつあるので、高齢

者も参加できる事業も計画したい。 

どこも一緒ですが、高齢化社会は避け

て通れない。先輩の皆様方がいろいろな

ところでご活躍をいただいたおかげで、

現在の平和な社会が築かれているわけで

す。今年は、高齢者の方にも参加してい

ただきたいとの思いから、１１月３日に

総合コミュニティセンターにおいて、西

消防署職員の方にご協力いただき、救急

講習会を開催することになっています。

高齢だからやらない、出来ないではなく、

実際に見てみる、やってみるという気持

ちで、一度参加してＡＥＤの使用方法を

見て、触っておくことで有事の際に役立

つことが出来たら・・・と思って企画し

ました。また、タイミングよく災害時要

援護者支援の手引きの説明を聞き、全員

に回覧したところ、新たに５名の申し込

みがありました。 

それから、当自治会には神社に大きな

落葉樹があり、枝が電線に触ったり、隣

接する住宅の樋に落ち葉が詰まって困る

という苦情が寄せられているのを聞いた

環境部長が、伐採を企画立案し、７月 8

日に自治会員１４名が参加して実施しま

した。 

また、当地区初めてのＬＥＤ街路灯も

２台設置が完了しました。 

これらの事例など、自治会活動は、自

治会加入をどうするかも大事なことです

が、他方面での活躍が地域の皆様に理解

されて、自治会活動が活性化されるもの

と思います。これも会員はもちろんです

が、役員が一致協力してくれたからこそ、

実行出来たことです。 

 現在進行中の自治会加入促進運動も、

まだまだ増加を図れるものと思いますし、

長期間にわたり、推進を続けていきます。 

 

 

 過去の活動を振り返ると、 

（ア）自治会活動は何をやっているのか

（イ）役員をやりたくない 

（ウ）加入依頼を受けたことがない… 

等の意見が多い。 

 これらを聴き入れて出来ることから実

践していくことが維持できることと思い

ます。 

 

 

高い加入率を維持する秘訣


